
 

 

 

 

 

  

算数的活動を取り入れて意欲を高めた 

６年「速さ」の授業 

今回は，ちょっと時間が過ぎてしまいましたが，９月に行われた６年生の授業を紹介します。単

元は「速さ」。毎年，子どもたちが苦手としている単元です。長さや重さとちがって，速さは動い

ているものを対象とするので比べることが難しいのです。 

また，速さを求めるときの公式は「速さ＝道のり÷時間」ですが，問題によっては「道のり＝速

さ×時間」「時間＝道のり÷速さ」といろいろな式が現れます。「時速」「分速」「秒速」と様々な用

語も登場します。無理に教え込もうとしても，式や用語を使い分けられない子が出てしまいます。 

ですから，学習のはじめには興味を

高めながら，徐々に「速さ」について

の理解を深めていくことが必要になっ

てきます。そこで，授業の導入に子ど

もたちを引きつける工夫をしました。 

６年２組の授業は，興味を引くビデ

オ映像から始まりました。画面は上下

２段になっていて，上には世界陸上の

１００ｍの映像，下には校庭を走る６

年生の映像が流れます。２つの映像を

見ると，同時にスタートして同時にゴ

ールしたように見えるのです。「あれ

っ？６年生ってこんなに足が速かった

っけ？」もちろん速さが同じはずはあ

りません。「時間は同じでも，走った距

離がちがう」「だから世界陸上の方が速

い」さすが６年生，説明が上手です。

はじめにビデオを見せて興味を高めつ

つ，速さを比べるには「時間」だけで

なく「距離（道のり）」が関係していることに気づかせていきました。うまい導入です。 

 このあと，関教諭が問題を提示しました。「この４人の中で速いのはだれだろう？」 

 「時間」と「距離」に注目して考えれば，きょりが同じあきらとけんではあきらが速く，時間が

同じけんとりえではりえが速いとすぐにわかりました。では，あきらとりえはどう比べたらいいの

だろう？子どもたちは考え始めました。 
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考えることができた子は，大きな紙に書いて

掲示しました。算数ではこのようにして互いの

考えを共有する手法がよく使われます。子ども

たちは，距離か時間どちらかの単位をそろえれ

ば比べられることに気づいていきました。 

 

６年１組の授業は，前の時間の続きです。あ

きら・けん・りえの順位は分かりましたが，も

う一人のまさこの比べ方がわかりません。木村

教諭は「一度に全員の順位が比べられる便利な

速さの比べ方を考えよう」とこの日のテーマを

示しました。 

６年生は，ただ答えを出すだけでなく，考え

方を友達に伝えるためにはどうしたらいいか

考えていきました。 

お互いのノートを見合ったり，考え方を発表

したりすることで，「１ｍあたりにかかった時

間」か「１秒当たりに走ったきょり」を求める

と一度に速さを比べることができて便利だということに気づかせていきました。 

 

算数少人数担当の齋藤教諭の授業は，これまで

に学んだ速さの求め方を活用して，実際に測定す

る算数的活動を授業に取り入れました。 

３，４人のグループで校庭に出て速さを測りま

す。走るのではなく，スキップの速さを測ること

にしました。スキップだと誰が速いのかわかりま

せん。活動する必然性を生み出すための工夫で

す。グループの全員がちがう距離をスキップす

ることにしました。距離が同じだと計算しなく

ても順位がわかってしまうからです。 

まだ暑い時期でしたが，子どもたちは楽しそ

うに測定していました。教室の中で学習するだ

けでなく，時にはこうして実際に活動しながら

学んだことを活用していくことが大切です。理

解が深まり，生きて使える力になっていきます。 

 

子どもたちの「心」を引きつけ，「頭」と「体」を働かせながら，「速さ」についての知識や技能

を高めていく授業でした。 


